
  

志賀原子力発電所１号機 使用済燃料貯蔵プールからの
水飛散について

                                                                            平成19年3月25日
                                                                            北陸電力株式会社

平成１９年３月２５日９時４２分に発生した能登半島沖地震に伴い、発電所建

屋、機器の巡視点検を実施したところ、１号機原子炉建屋４階において、使用済燃

料貯蔵プール周辺に水が飛散しているのを発見しました。飛散した量は、約４５リ

ットル、放射能量は約７５０万ベクレルでした。そのうち、養生シート外には約８

リットル、放射能量は約１３０万ベクレルでした。飛散した水については速やかに

拭き取りました。外部への放射能の影響はありません。

原因は、地震により、使用済燃料貯蔵プールの水が揺れ、飛散したものと推定し

ています。

本件については、石川県、志賀町と締結している連絡基準に係る覚書に基づき連

絡しています。

以　上

別紙：使用済燃料貯蔵プール水の飛散状況



使用済燃料貯蔵プール水の飛散状況 
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使用済燃料貯蔵プール 

飛散水量 
約 37ℓ 

１号機 原子炉建屋４階 

シート養生範囲 

飛散水量 
約 8ℓ 

ｴﾚﾍﾞｰﾀ

飛散水量 
約 0.4ℓ 




